
皆様

⑴ 2026年７月10日 2026年７月号（第724号）一人は万人のために、万人は一人のために

－はるな生協の現況－
（2026年６月25日現在）

組合員数	 19,649人
出資総額	 385,607,500円
一人平均出資額	 19,625円

電話 027（388）0011 ７ 月 号
組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
部
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
本
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

　

文
春
が
６
週

連
続
で
ス
ク
ー

プ
を
報
じ
て
い

ま
す
。
高
市
事

務
所
が
起
業
家

に
依
頼
し
て
自
民
党
総
裁

選
と
衆
議
院
選
挙
で
対
立

候
補
へ
の
誹
謗
中
傷
動
画

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
大
量
に
流
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
動

画
を
作
成
し
た
本
人
が
取

材
に
応
じ
て
そ
う
明
か
し

ま
し
た
。
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

も
別
件
で
こ
の
人
物
の
件

を
報
じ
ま
し
た
。
高
市
事

務
所
の
公
設
第
一
秘
書
と

誹
謗
中
傷
動
画
を
作
成
し

た
起
業
家
に
は
面
識
が
あ

る
事
を
秘
書
が
認
め
る
回

答
を
し
た
物
的
証
拠
が
あ

る
そ
う
で
す
。
▼
高
市
首

相
は
国
会
の
予
算
委
員
会

で
こ
れ
ら
の
件
を
質
問
さ

れ
る
と
「
私
も
秘
書
も
そ

の
方
と
は
面
識
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
否
定
し
続
け
て

い
ま
す
。
６
月
５
日
の
山

添
議
員
の
質
問
に
は
「
通

告
が
あ
っ
た
か
ら
（
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
の
）
記
事
は
読

み
ま
し
た
」
と
質
問
に
は

答
え
ず
そ
う
言
い
放
ち
ま

し
た
。「
つ
ま
り
、
秘
書
と

起
業
家
の
接
点
が
あ
る
こ

と
は
お
認
め
な
ん
で
す
ね
」

と
さ
ら
に
問
わ
れ
る
と
何

と
「
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
の
答
弁
で
す
。
秘
書
が

回
答
し
た
こ
と
を
認
め
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
▼

そ
の
後
６
月
７
日
に
共
同

通
信
が
誹
謗
中
傷
動
画
を

投
稿
し
た
と
さ
れ
る
起
業

家
の
証
言
を
報
じ
た
こ
と

で
局
面
が
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
共
同
通

信
の
記
事
は
日
本
中
の
地

方
紙
に
配
信
さ
れ
る
の
で

こ
の
記
事
が
多
く
の
人
の

目
に
触
れ
る
事
に
な
り
ま

す
。
物
的
証
拠
と
証
言
は

揃
っ
て
い
ま
す
。
真
相
が

明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。�

（
Ｎ
ｏ
ｂ
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　

小
雨
模
様
と
な
っ
た
６
月
20
日
、
第
74
回
通
常
総
代
会
が
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
コ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
総
代
（
書
面
議
決
含
む
）・
役
員
・
傍
聴
合

わ
せ
て
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
４
つ
の
議
案
は
、
全
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
今
年
度
の
新
入
職
員
紹
介
、
昨
年
度
の
仲
間
増
や
し
と
出
資
金
増
や
し
の

目
標
を
達
成
し
た
地
域
支
部
と
職
場
・
事
業
所
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
終
わ

り
に
退
任
理
事
と
新
任
理
事
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
居
心
地
よ
く
暮

ら
せ
る
こ
と
を
支
え
る
生
協
と
し
て

健
康
を
守
る
・
平

健
康
を
守
る
・
平

和
を
守
る
活
動
を

和
を
守
る
活
動
を

新
入
職
員
の
紹
介

新
入
職
員
の
紹
介

７
人
か
ら
発
言
・

７
人
か
ら
発
言
・

報
告
報
告

監
査
報
告

監
査
報
告

は
る
な
生
協
の

は
る
な
生
協
の

役
割
を
意
識
し

役
割
を
意
識
し

た
取
り
組
み

た
取
り
組
み

　

は
じ
め
に
、
開
会
で
は
佐

藤
満
幸
常
任
理
事
よ
り
本
総

代
会
成
立
の
宣
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
長
に
は
、
倉
賀
野
支
部

の
小
笠
原
真
明
総
代
と
吉
井

町
支
部
の
黒
沢
か
ほ
る
総
代

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
議
長
か
ら
書
記
・
議
事
運

営
委
員
・
資
格
審
査
委
員
の

第
74
回
通
常
総
代
会

採決 開会あいさつ 佐藤満幸理事

鈴木隆理事長 あいさつ酒井専務

第６支部 田中富美子総代 田島仁監事新入職員

虹の家 佐藤琢也総代高南支部 新井トヨ子総代

左 黒沢議長、右 小笠原議長メッセージ紹介 竹島俊海総代

　

鈴
木
理
事
長
よ
り
、
は
る

な
生
協
の
い
ろ
ん
な
施
設
を

有
効
活
用
し
て
医
療
と
介
護

を
連
携
さ
せ
地
域
で
過
ご
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
、
中
堅
の
医
師
が
２

人
加
わ
り
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
、「
お
と
な
の
予
防
接
種

手
帳
」
を
作
っ
た
の
で
活
用

し
て
ほ
し
い
、健
康
を
守
る
・

　

新
入
職
員
紹
介
が
上
田
浩

二
看
護
部
長
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
７
人
の
新
入
職
員
が

あ
い
さ
つ
し
、
会
場
は
温
か

い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

田
中
富
美
子
総
代

�

（
第
６
支
部
）

　

ほ
ほ
え
み
の
杜
・
虹
の
家

と
ペ
ア
に
な
り
、
支
部
代
表

者
会
議
で
何
を
し
よ
う
か
相

談
し
た
。
実
現
で
き
た
の
は

虹
の
家
の
見
学
と
、
班
会
参

　

田
島
仁
監
事
か
ら
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

酒
井
潤
専
務
理
事
よ
り
、

２
０
２
５
年
度
の
事
業
報
告

と
２
０
２
６
年
度
の
事
業
方

針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
は
、
積
極

的
な
入
院
受
け
入
れ
、
法
人

内
外
の
連
携
強
化
に
よ
る
利

用
者
確
保
で
２
年
連
続
黒
字

達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
組
合
員
活
動
で
は
支
部

と
職
場
の
ペ
ア
行
動
の
提
起

や
各
種
活
動
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
度
は
、
今
後

の
高
齢
化
が
進
む
時
代
を
見

据
え
た
は
る
な
生
協
の
役
割

を
意
識
し
、
引
き
続
き
紹
介

を
断
ら
な
い
、
在
宅
診
療
や

外
来
・
健
診
の
利
用
者
増
、

さ
ら
に
は
居
場
所
づ
く
り
な

ど
の
組
合
員
活
動
の
活
性
化

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
を
守
る
活
動
に
も
っ
と

力
を
入
れ
て
進
め
る
時
だ
と

思
う
、
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

各
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
連
携

を
築
き
た
い
。

佐
藤
琢
也
総
代（
職
員
支
部
）

　

第
６
支
部
の
班
会
に
初
め

て
参
加
し
、
歩
く
こ
と
に
つ

い
て
話
し
た
。
高
齢
者
住
宅

と
違
う
視
点
で
考
え
る
こ
と

で
成
長
で
き
た
。

新
井
ト
ヨ
子
総
代

�

（
高
南
支
部
）

　

こ
の
春
、
新
班
「
ポ
チ
っ

と
ス
マ
ホ
班
」
が
で
き
た
。

き
っ
か
け
は
支
部
役
員
の
グ

ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発

信
の
お
か
げ
で
仲
間
増
や
し

目
標
が
達
成
で
き
た
。
も
っ

と
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
、
あ
せ
ら
ず
楽
し
み

な
が
ら
学
習
会
を
し
て
い

る
。
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無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

　

健
康
づ
く
り
委
員
会
が
長

年
に
わ
た
り
、
組
合
員
ふ
れ

あ
い
会
館
に
て
行
っ
て
き
ま

し
た
「
は
る
な
健
康
体
操
」

で
す
が
、
２
０
２
６
年
６
月

20
日
を
も
っ
て
、
終
了
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
班
会
等
で
お
声
が
か

か
っ
た
際
に
は
、
健
康
づ
く

り
委
員
会
が
「
出
張
は
る
な

健
康
体
操
」
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
声

掛
け
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ふれあい会館で実施の
「はるな健康体操」

終了のお知らせ

　厳しい暑さが続く中、熱中症への注意が一層求められています。
近年の日本の夏は気温上昇が顕著で、毎年多くの人が熱中症で搬送
されており、特に高齢者は重症化しやすい傾向にあります。
　熱中症は、暑さによって体温調節がうまくいかなくなることで起
こり、めまいや頭痛、吐き気、全身のだるさなどさまざまな症状を
引き起こします。重症の場合は意識障害に至り、命に関わる危険も
あるため早期の対応が重要です。高齢者は暑さやのどの渇きを感じ
にくく、屋内でも発症するケースが少なくありません。
　予防には、のどが渇く前のこまめな水分補給や適度な塩分摂取、
エアコンを我慢せず適切に使用することが基本となります。無理を
せず涼しい環境で過ごすことに加え、家族や周囲が声をかけ合うこ
とも大切です。日頃の心がけが、命を守る鍵となります。

（看護部長　上田　浩二）

　訪問リハビリは、利用者の自宅で生活に直結した支援を行い、生活機能の改善
や家族の負担軽減を実感できる点に大きなやりがいがあります。
　生活機能改善は、単なる運動療法だけでなく、生活動作の再構築や自立支援が
中心です。例えば「トイレに一人で行きたい」という希望に対し、筋力向上だけ
でなく動作の練習、環境調整や家族への介助方法の指導や工夫を行い、実際に自
立や成功したときに達成感があり、また介助量が減ることでご家族から感謝の言
葉をいただき、仕事へのモチベーション向上や意義を強く感じます。
　その人（利用者）の人生や生活に深く関われることもあります。実際に利用者
の家や生活環境の中で、長年の生活歴や趣味、家族との関係などを知り、より個
別性の高い支援が可能になり、専門職としてのやりがいを感じます。
　訪問リハビリでは外出や庭仕事など、利用者の希望に応じた多様なリハビリを
提供します。課題解決のため専門知識を活かし生活支援を行うことが求められ、
専門職としての成長や達成感を得やすい職場となっています。
　医療分野と介護分野での違いはありますが、医師や看護師、ケアマネジャーな
ど多職種と連携しながら、チーム医療の中で自分の役割を実感することです。利
用者の生活再建に向け、専門職として主体的に関わることが大きなやりがいと
なっています。
　訪問中に風景や季節の変化に触れたり、気分転換や新たな課題発見につながっ
たり、また利用者との会話や生活背景の理解を深め、信頼関係の構築や支援の質
向上につながり、仕事の楽しさが感じられます 。
　このように訪問リハビリは、利用者の「その人らしい生活」を支える仕事であ
り、生活機能改善、家族支援、専門性の発揮、チーム医療への貢献など、多面的
なやりがいを実感できるリハビリ職種です。

高崎中央病院リハビリ課（訪問リハビリ）　阿部　雄介

熱中症から命を守ろう熱中症から命を守ろう
正しい知識で早めの対策を正しい知識で早めの対策を

退
任
役
員
と

退
任
役
員
と

新
任
役
員
の
紹
介

新
任
役
員
の
紹
介

第５支部　冨田英子総代

退任理事・監事

第74期理事

閉会あいさつ　山田幸弘理事表彰支部のみなさん

第５支部　飯野和子総代

つむぎ　加藤由実職員高南支部　野口祐美総代

冨
田
英
子
総
代（
第
５
支
部
）

　

緑
十
字
を
配
っ
て
い
て
、

感
動
的
な
話
を
聞
い
た
。「
い

い
病
院
に
巡
り
合
え
た
」「
個

別
送
迎
の
範
囲
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
だ
け
ど
認
め
ら
れ
て

リ
ハ
ビ
リ
が
続
け
ら
れ
て
い

る
」
と
喜
ば
れ
た
。

加
藤
由
実
職
員
（
傍
聴
）

　

訪
問
看
護
と
つ
む
ぎ
、
病

院
と
の
連
携
で
看
取
り
を
し

た
ご
夫
婦
の
事
例
を
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
紹
介
。

野
口
祐
美
総
代（
高
南
支
部
）

　

16
年
続
け
て
き
た
反
貧
困

活
動
が
２
０
２
５
年
12
月
で

終
了
し
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
報
告
。
始
め
た

き
っ
か
け
か
ら
炊
き
出
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
何
で
も
相

談
会
、
無
料
低
額
診
療
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
、
子
ど

も
食
堂
の
活
動
紹
介
、
今
後

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

等
。

飯
野
和
子
総
代（
第
５
支
部
）

　

緑
十
字
を
配
布
し
て
い
る

が
、
配
布
率
の
低
さ
に
驚
い

た
。
年
１
回
の
郵
送
で
組
合

員
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
い
て

も
誰
か
が
い
れ
ば
届
い
て
し

ま
う
。「
ポ
ス
ト
に
入
れ
な

い
で
」
と
具
体
的
に
書
い
て

あ
っ
た
の
で
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
悩
ん
で
い
る
。

退
任
理
事

大
野　
　

清

�

（
非
常
勤
・
南
八
幡
支
部
）

髙
橋　

賢
二

�

（
非
常
勤
・
塚
沢
支
部
）

清
水　

政
志

�

（
非
常
勤
・
第
５
支
部
）

退
任
監
事

関　
　
　

宏

�

（
非
常
勤
・
特
定
監
事
）

平
井　

敏
久
（
非
常
勤
）

新
任
理
事

田
口　

正
美

�

（
非
常
勤
・
塚
沢
支
部
）

小
林　

聡
史

�（
常
勤
・
通
町
診
療
所
所
長
）

新
任
監
事

宮
口　

喜
良
（
非
常
勤
）

○
仲
間
増
や
し
・
出
資
金
増

や
し

　

江
木
支
部
、
佐
野
支
部

○
仲
間
増
や
し

　

高
南
支
部
、
２
階
病
棟

○
出
資
金
増
や
し

　

塚
沢
支
部
、
片
岡
・
八
千

代
支
部
、
倉
賀
野
支
部
、
中

居
第
二
支
部
、上
中
居
支
部
、

高
関
支
部
、
群
馬
町
支
部
、

健
診
室
、
つ
む
ぎ

お詫びと訂正
　緑十字５月号・６月号でご案しました「上州歴史散歩」の中で見
学箇所を「松本村跡」と記載してしまいましたが、正しくは「松木
村跡」でした。お詫びして訂正いたします。

（教育文化委員会）

２
０
２
５
年
度

２
０
２
５
年
度

年
間
目
標
達
成
支
部

年
間
目
標
達
成
支
部

介護事業所の現場から介護事業所の現場から
　訪問リハビリのやりがいについて（セラピスト目線）　訪問リハビリのやりがいについて（セラピスト目線）
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〈
乗
附
町　

関
谷　

治
行
〉

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金

支
給
額
の
増
額
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
し
た
。
計
算
し
た

ら
僅
か
に
１
・
９
％
で
し
た
。

賃
上
げ
は
５
％
だ
と
言
う
の

に
。

〈
倉
賀
野
町　

堰
塚
み
や
子
〉

　

今
年
も
名
人
か
ら
梅
ジ
ャ

ム
、
シ
ロ
ッ
プ
、
梅
づ
け
が

届
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ム
に
し

た
後
の
種
も
た
く
さ
ん
ビ
ン

に
入
れ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し

い
で
す
。

〈
中
居
町　

佐
藤　
　

麦
〉

　

最
近
ホ
タ
ル
見
て
い
ま
せ

ん
。
久
し
ぶ
り
に
見
に
行
き

た
く
な
り
ま
し
た
。
早
急
、

週
末
行
き
ま
ー
す
。

〈
城
山
町　

阿
部　

孝
治
〉

　

今
日
の
体
調
を
朝
の
ス
ト

レ
ッ
チ
と
ラ
ジ
オ
体
操
で
感

じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。〈

城
山
町　

吉
井　

澄
江
〉

　

運
動
不
足
解
消
に
つ
ら
い

坂
道
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
道

端
の
草
花
に
元
気
を
も
ら
い

ま
す
。

【
俳
句
・
川
柳
】

空
蝉
の
止
ま
り
し
枝
の
高
き
こ
と	

乗
附
町　

関
谷　

治
行

ア
マ
リ
リ
ス
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
五
鉢
咲
く	

倉
賀
野
町　

堰
塚
み
や
子

紫
陽
花
や
雨
に
彩
濃
し
活
き
生
き
し	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

早さ

苗な
え

田だ

の
日
毎
の
び
ゆ
く
青
さ
か
な	

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

【
短
歌
】

歳と
し

重か
さ

ね
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

　
　
　
　

書
い
て
お
け
ば
と
吾あ

娘こ

か
ら
の
ノ
ー
ト	

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

お
墓
か
ら
何
が
目め

出で

度た

い
と
愛
子
さ
ん

　
　
　
　

草
葉
の
陰
で
何
書
い
て
る
の	

藤
塚
町　

吉
田　

精
二

物
騒
な
出
来
事
ば
か
り
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

　
　
　
　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
望
む
テ
デ
ィ
ベ
ア	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

指
圧
師
に
見
放は
な

さ
れ
た
る
首
の
こ・

り・

　
　
　
　

呼
吸
法
に
て
ぼ
つ
〴
〵
ほ
ぐ
す	

吉
井
町　

中
重　

仁
子

挿
し
木
し
て
二
年
め
咲
い
た
ク
レ
マ
チ
ス

　
　
　
　

八
重
で
む
ら
さ
き
元
気
に
な
る
よ	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、「
お
便
り
」コ
ー

ナ
ー
ま
で
、
あ
な
た
の
近

況
、
ご
意
見
、
そ
の
他
、

一
言
添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

７
月
24
日（
金
）必
着

６
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
６
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

有
留　

益
子
（
八
幡
町
）

五
十
嵐
陽
子
（
江
木
町
）

池
田　

陽
子
（
下
豊
岡
町
）

伊
藤
あ
ゆ
み
（
小
八
木
町
）

佐
藤　

正
裕
（
中
居
町
）

佐
藤　
　

麦
（
中
居
町
）

鳥
羽　

フ
ク
（
下
大
類
町
）

宮
澤　

静
江
（
剣
崎
町
）

久
保
田
千
恵
子
（
藤
岡
市
）

佐
貫　

和
広
（
島
根
県
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ〜Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

ゲ
ン
ジ

ル

ボ
タ

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

〈
上
佐
野
町　

須
藤
ゆ
り
子
〉

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
」
の
記
事
が
目
に
と
ま
り

ま
し
た
が
、
日
程
が
合
わ
な

い
為
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。〈

藤
塚
町　

吉
田　

精
二
〉

　

赤
城
自
然
園
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る

散
策
の
小
路
を
行
く
と
、
木

漏
れ
日
、
そ
よ
風
の
囁
き
の

中
を
沢
山
の
花
々
が
観
て

い
っ
て
欲
し
い
と
言
っ
て
る

み
た
い
で
、快
楽
物
質「
ド
ー

パ
ミ
ン
」
を
吸
収
し
て
き
ま

し
た
。

〈
城
山
町　

鈴
木
ま
ゆ
み
〉

　

先
日
亡
く
な
ら
れ
た
河
野

洋
平
氏
は
「
力
に
よ
る
正
義
」

と
い
う
考
え
を
「
い
か
が
わ

し
い
」
と
断
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
ひ
る
が
え
っ
て
、
日

本
の
あ
の
人
は
憲
法
前
文
を

「
お
め
で
た
い
一
文
」
と
あ
の

笑
顔
（
恐（
こ
わ
）っ
！
）
で

言
っ
て
の
け
て
い
ま
す
。
大

き
な
力
に
丸
め
こ
ま
れ
な
い

で
誠
実
に
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
き
る

の
が
へ
た
だ
と
は
思
い
ま
す
。

〈
下
大
類
町　

鳥
羽　

フ
ク
〉

　

毎
月
緑
十
字
を
郵
送
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
83
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
元
気
で
家
庭
菜
園
に

精
を
出
し
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈
下
小
塙
町　

佐
藤　

昌
美
〉

　

先
般
、
地
区
協
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ
し
い
、

お
困
り
ご
と
・
心
配
事
に
つ

い
て
で
す
。
私
の
場
合
、
今

後
免
許
返
納
す
る
と
、
買
い

物
・
通
院
に
す
ぐ
困
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
終
活
で
不
要
な

も
の
を
整
理
し
た
い
と
思
い

つ
つ
（
洋
服
・
食
器
・
そ
の

他
）
チ
ラ
シ
業
者
さ
ん
に
怖

く
て
た
の
め
な
い
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
良
い
か
教
え
て

下
さ
い
。

〈
八
幡
町　

有
留　

益
子
〉

　

久
し
ぶ
り
に
歯
が
痛
み
、

歯
科
へ
通
院
し
庭
先
に
い
ろ

い
ろ
な
花
が
咲
い
て
い
て
、

誰
が
手
入
れ
さ
れ
る
ん
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
ご
苦
労

様
で
す
。
八
百
屋
で
安
い
花

で
す
が
６
鉢
買
っ
た
の
で
、

庭
に
植
え
て
楽
し
み
た
い
で

す
。
６
月
号
の
「（
パ
ッ
と
）

お
便
り

【連載42】

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

砂
川　

直
久

　

私
の
趣
味
は
、
カ
ラ
オ
ケ

で
あ
る
。

　

定
年
退
職
を
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
迎
え
た
。
盆
踊

り
な
ど
の
催
し
物
な
ど
で
よ

く
歌
わ
せ
て
も
ら
い
喜
ん
で

も
ら
っ
た
。

　

一
番
の
思
い
出
は
、
関
西

の
あ
る
劇
場
で
美
空
ひ
ば
り

の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
一
緒
に

出
演
し
た
、
大
阪
の
ス
ナ
ッ

ク
の
マ
マ
さ
ん
が
主
催
す

る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
で

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に

出
演
を
依
頼
さ
れ
唄
っ
た
時

で
、
照
明
や
音
響
が
素
晴
ら

し
く
、
プ
ロ
歌
手
の
よ
う
な

気
持
ち
で
唄
え
た
こ
と
で
あ

る
。

NHK大阪ホールにて

華
や
ぐ
デ
イ
の
庭
」
欄
を
み

て
（
え
い
っ
と
）
購
入
し
ま

し
た
。

〈
上
中
居
町　

飯
島　

和
子
〉

　

特
養
に
入
所
中
の
１
０
１

歳
に
な
る
義
母
に
月
１
回
の

面
会
。
貴
重
な
時
間
を
共
有

し
た
い
と
閃
い
た
の
が
一
緒

に
歌
を
唄
う
こ
と
。
歌
本
を

開
き
な
が
ら
童
謡
・
唱
歌
、

ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。
半

世
紀
近
く
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
の
に
歌
声
を
聞
く
の
は

初
め
て
。
編
物
等
手
先
が
器

用
の
人
で
す
が
新
た
な
発
見

で
す
。

〈
柴
崎
町　

鳥
羽　

琴
永
〉

　

子
供
の
頃
、
裏
の
川
へ
高

ボ
ウ
キ
を
持
っ
て
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
？
を
取
り
、
蚊
帳
の
中

で
遊
ん
だ
こ
と
を
懐
か
し
く

想
い
出
し
ま
す
。
今
は
草
む

し
り
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。

〈
中
居
町　

星　
　

雄
二
〉

　

麦
刈
り
が
終
わ
り
、
田
植

え
の
た
め
に
水
が
張
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
も
ま
た
蛙
達

の
“
た
ん
ぼ
合
唱
団
”
が
に

ぎ
や
か
に
鳴
き
始
め
ま
し

た
。



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
部
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
本
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

チンゲン菜とえのきだけのだし煮

●材　料（１人分）
・チンゲン菜������� 200g
・えのきだけ������� 100g
・だし汁������ 1/2カップ

●作り方
①�チンゲン菜は４～５㎝の長さに
切り、根元は縦８等分に切る。
　�えのきは石づきを切り除き、長
さを半分に切ってほぐす。
②�なべにだしを入れて煮立て、チ
ンゲン菜の根元を加えてひと煮
する。チンゲン菜の葉、えのき
を加えてふたをし、中火で２～
３分煮る。しんなりとなったら
全体を混ぜてひと煮する。

だし汁で煮るだけでしみじみおいしい！
食材の味をシンプルに楽しめる一品です。
冷まして作りおきの品にも使えます！
� （高崎中央病院栄養科　調理師　 ）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

〈１人分の栄養価〉
　７kcal　塩分０ｇ

　

６
月
11
日
に
毎
年
恒
例
の

お
楽
し
み
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩

り
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

高
南
支
部
４
つ
目
の
班

は
、
４
月
に
誕
生
し
て
３
回

目
の
班
会
が
、
６
月
18
日
組

　

ハ
ウ
ス
に
入
る
と
、
高
い

枝
も
杖
を
使
っ
て
た
ぐ
り
寄

せ
、「
こ
っ
ち
の
木
は
甘
い

よ
」「
こ
っ
ち
も
お
い
し
い
」

と
、
赤
く
色
づ
い
た
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
た
く
さ
ん
ほ
お
ば
り

ま
し
た
。
少
し
休
憩
し
て
お

ま
け
の
ミ
ニ
パ
フ
ェ
を
食
べ

な
が
ら
、
ま
た
来
年
も
来
ら

れ
る
よ
う
に
元
気
で
い
よ
う

ね
と
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り

し
て
き
ま
し
た
。

合
員
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
い

ま
し
た
。
ス
マ
ホ
の
使
い
方

を
勉
強
し
よ
う
と
作
っ
た
班

で
正
式
名
称
が
「
ポ
チ
ッ
と

ス
マ
ホ
班
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
ケ
ー
キ
を
皆

で
作
り
、
ス
マ
ホ
で
写
真
の

撮
り
方
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
写
真

を
送
る
方
法
を
勉
強
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ー
キ
は
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　晴天の下、５月29日、組合員さ
んと職員あわせて34人で福島第
一原発事故の被災地を見学しま
した。現地をご案内くださった丹
治杉江さんから、事故から15年が
経った今も続く地域の状況を丁
寧に教えていただきました。視察
の中で、広く残る帰還困難区域
や、暮らしが十分に戻っていない
現実を目にし、復興の道のりの長
さを実感しました。今回の学びを
忘れず、この問題に向き合い続け
る大切さを感じました。

活
動
報
告

福島被災地視察

平
和
行
進
を
歩
い
て

恒
例
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

恒
例
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

	

乗
附
支
部
　
下
乗
附
班

正
式
名
称
が
決
ま
っ
た

正
式
名
称
が
決
ま
っ
た

	

高
南
支
部
　
ポ
チ
ッ
と
ス
マ
ホ
班

　

高
崎
－
前
橋
の
メ
イ
ン

コ
ー
ス
を
６
月
12
日
に
初

め
て
歩
き
ま
し
た
。

　

沿
道
の
方
々
の
温
か
い

笑
顔
と
手
振
り
に
、
何
度

も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
想
い
は
決

し
て
独
り
よ
が
り
で
は
な

い
と
、
静
か
な
確
信
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
和
を
願
う
気
持
ち
が

多
く
の
方
々
と
共
鳴
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
深
く

感
じ
な
が
ら
、
心
の
温
も

り
を
胸
に
刻
み
歩
み
を
続

け
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
事
業
部

�　

群
馬
で
は
毎
年
７
月
に

行
わ
れ
て
い
る
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
。
今

年
は
近
年
の
猛
暑
の
影
響

も
考
え
て
６
月
12
日
に
行

い
ま
し
た
。
梅
雨
に
入
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
雨
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
降

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
前
橋

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

行
進
中
、
笑
顔
の
女
性
が

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。「
私
、
広
島
の
人
だ

け
ん
（“
核
兵
器
は
い
ら

な
い
”
の
平
和
行
進
を
）

嬉
し
い
、
あ
り
が
と
う
」

と
。
車
か
ら
も
応
援
の
手

ふ
り
が
あ
っ
た
り
と
、
わ

た
し
達
の
一
歩
一
歩
が

ち
ゃ
ん
と
届
い
て
い
る
ん

だ
な
あ
と
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。

小
八
木
町　

�

（
投
書
よ
り
）

終わらない
原発事故

第27回健康まつり 10月25日（日）開催予定


